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入
っ

た
小
豆
の

量
で

作
物
の

豊
凶
を

占
う

。

粥
占
い

に

は
神
職
は

参
加
せ

ず
、

白

治
会
、

各
班
の

当
番
を

中
心
に

行
う

。

占
い

の

対
象
と
な
る

作
物

は、

「

麻
、

菜
種、

大

麦、

小
麦
、

草
種、

大
豆
、

小
豆

、

ひ、
凡

、

と

う

き
び

、

本
綿、

い

も
、

そ
ば

、

大
根、

早
稲、

中
稲

、

晩
稲
、

上

出、

下

出、

蚕、

　

切
草
木
」

の

二

〇

種
で

あ
る
。

」
L

田
、

下

田

は

そ

れ

ぞ
れ

輪

中
堤
防
内、

堤
防
外
の

水
田
を
指
す

。

二

〇
種
の

う
ち

畑
作
物
は
、

麻、

木
綿、

と

う
き
び
、

大
根、

い

も
の

五
種
の

み

で

あ
る

。

蚕、

一

切
草
木

を
除
く
作
物
の

多
く
は、

田、

あ
る

い

は

田
の

畔
で

作
ら
れ

る
。

こ

の

よ

う
に

十
六
町
に

お
い

て

は、

粥
占
い

の

対
象
は

田
作
物
が
中
心
と

な
る

。

　
こ

れ
ら
の

作
物
は、

現
在
で

は
ほ

と
ん

ど
作
付
さ
れ
て

い

な
い

。

昭
和

初
期
の

農
耕
の

聞

取
り
に

よ
る

と、

こ

れ
ら
の

作
物
を
作

付
す
る

際
特
に

注
意
が
必

要
な
の

は
、

小
麦．、

大
麦

、

蕎
麦
な
ど
の

裏
作

物
と
稲

作
の

切

り
替
え
で

あ
る

。

麦
や

蕎
麦
を

作

付
す
る

に

は
、

耕
地
が

乾
燥
し
て

い

る

必
要
が

あ
る

。

し
か
し

周
辺
に

湛
水
中
の

水
田

が

あ
る

と
、

水
が
に

じ

み

耕
地

が
濡
れ

て

し
ま

う。

卜
六
町

で

は
、

耕
地
の

所

有
が

分
散
し
て

い

る

た

め
、

周
辺
耕
地
の

所
有
者
と

作
業
日
程
の

相
談
が

必

須
と
な

る
。

こ

の

よ

う
に
作
付
は

個
人
の

問
題
で

は

な
く
集
団
の

問
題
と
な
っ

て

い

る
。

　

以
上
の

検
討
か

ら
、

十
六
町
の

粥
占
い

は
、

以

下

の

よ

う
に

分
析
で

き

る
。

（

1
）

水
の

規
制
を

強
く
受
け
る
た

め
、

水
は

入

間
を

越
え
た

存
在
と

さ
れ
て

お
り、

粥
占
い

は
そ
れ
に

対
処
す
る

判
断
基

準
の
一

つ

で

あ
る

こ

と
。

（

2
∀

町
単
位
で

粥
占
い

を
行
う
こ

と

に

よ

っ

て
、

水
の

神
意
の

も
と

で

作
付
を
行
う
事
を
成

員
全

体
で

確
認

す
る

。

そ
し

て

結
果
に
基
づ

い

た

協
議
の

上
で

作
付
が
工

夫
さ
れ
る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

作
付
は
個
々

人
の

勝

手
を

離
れ、

稲
作
農

耕
は
強
い

協
調
性
を
持
つ

。

　

こ

の

よ

う
に

十
六

町
の

粥
占
い

に

は
、

水
を

人
間
と
は

別
次
元
に

置

き、

そ
れ

を

共
同
で

認
識
し
た
上
で

作
付
す
る

仕
組
み

が
あ
っ

た
。

は

水
防
と

水
利
用
の

は
ざ
ま
で

生
き
る

人
々

の

工

夫
と

言
え

る
。

流

行
神
を
め

ぐ
る
一

考
察

黄

こ

れ

緑

　
萍

　

本
発
表
で

は、
．

一

〇
〇

三

年
か
ら

急
に

流

行
り

出
し
た
「

幸
運
の

女

神
」

、

「

福
の

神
仙
台
四
郎
の

現
代
版
」

と

さ
れ
る

仙
台

幸
子
を
事

例
と
し

て

取
り
上
げ、

そ
の

信
仰
の

展
開
過
程
を
把
握
し

た
。

そ
の

際
に

は
、

流

行
神
に

関
す
る
先
行
研
究
の

指
摘
に

留
意
し

、

そ

れ

と
の

比

較
に

立
っ

て

特
徴
を

考
察
し
た

。

　

仙
台

幸
子
と
は、

実

在
の

人
物
を

元
に

作
ら
れ

た

幸
運
を

呼
ぶ

と
さ
れ

る

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

で

あ
る

。

そ
の

キ
ャ

ラ

ク

タ

ー

と
な
っ

た

人
物
は

「

幸

子
」

と

い

う
名
の

女
性
で

あ
る

。

実
の

娘
の

峰
ハ

チ

ヨ

が

二

〇
〇
一

年
か

ら

自
分
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に
、

母
の

立
ち

寄
る

所
に

人

が

押
し
寄
せ

て

く

る

と
い

う
エ

ピ

ソ

ー

ド

を

載
せ

、

仙

台
四

郎
に
閃
ん

で

「

仙
台
幸
子
」

と

命
名
し

た
。

．
一
〇

〇一一．
年
に

は

東
北

放
送
の

ラ
ジ

オ

で

報
道
さ
れ
、

そ
れ

を
き
っ

か

け
に

峰
ハ

チ

ヨ

は

「

幸
子
」

の
一

歳
頃
の

写
真
を

使
っ

た
新
た

な
グ

ッ

ズ
を

製
作
し
た．．

こ

れ
が

頒
布
さ

れ

る
と

「

ご

利
益
が
あ
っ

た
」

と

の

声
が
寄
せ

ら
れ
て

き
た

。

そ
の

後、

仙
台
幸
子
は

次
々

と
メ

デ

ィ

ア

に

取
り
上

げ
ら

れ、

広
く
知
ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

し
か
し．
一
〇
〇
六

年
か
ら

そ
の

報
道
は

減
少
し

、

二

〇
一

〇

年
以
降
に

な
る

と

メ

デ
ィ

ア

か

ら
は

ほ

と

ん

ど

取
り
上

げ
ら

れ

な
く
な
っ

た
。

　

本
発
表
は

仙
台
幸
子
の

展
開
過
程、

幸
子
本
人
の

特
徴
及
び

購
入
者
の
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ご

利
益
情
報
の

内
容
を
分
析
し
た
E
で

、

従
来
流
行
神
と

さ
れ
て

き
た

神

仏
と

比
較
し
て

そ

の

特
徴
を
ま
と

め
た

。

 
出
現
形
態

。

宮
田
登
は

寺
院

の

境
内
仏
に

特
別
な
霊
験
を

付
与
し
て、

流

行
神
仏
と

な
っ

た

例
の

他、

一

般
に
流
行
神
仏
の

出
現
の

仕
方
に

は、

土

中
出
現
型
・

空
中
飛
来
型
・

海
E
漂
着
型
の

三

タ

イ

プ
が
あ
る

と
述
べ

た
が

（
宮
田
登
『

近
世
の

流
行

神
』

一

九
七

二
、

三
一
）

、

仙

台
幸
子
の

場
合
は

そ
の

い

ず

れ
に
も

属
せ

ず、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

と

い

う
バ

ー

チ
ャ

ル

な
世
界
か

ら

始
ま
っ

た
。

こ

れ

は

ま
さ

に
、

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
が
普
及
し
て

い

る

現
代
な
ら

で

は

の

出

現
過

程
と
三
凵

え
る
。

 一
宗
教
者
の

関
与

。

流

行
神
が

展
開

し
て

い

く

場

合
、

必
ず
神
や
仏
の

新
し
い

霊
験
を
創
作
す
る

宗
教

者
が

介
在
し
て

い

る

と

宮
田
は

論
じ

た
〔
同

前、

二

八
）

。

こ

の

点、

鈴
木
岩
弓
が

取
り
上

げ

た

「

首
無
地

蔵
」

や

「

横
樋
観
音
」

の

事
例
に

お

い

て

も
、

民
間

宗
教
者

の

関
与
が

確
認
さ
れ
た
（
鈴
木
岩
弓

『

「

流

行
神」

の

形
成
と
そ

の

展
開

に

関

す
る

実

証
的

研
究

　
　
中
国
地
方
の

事
例
を
中
心
に
』

】

九
九
二
、

四

五
）

。

そ
れ

に

対
し
て

、

仙
台
幸
子
の

場
合
は

全

く
宗
教

者
が

関
与
せ

ず
、

仙
台

幸
子
の

情

報
を

世
に

知

ら
せ
た

の

は

俗
人
の

実
の

娘
で

あ
っ

た
。

娘
の

峰
ハ

チ
ヨ

は

従
来
の

民

間
宗
教

者
と

同
じ
よ

う
に
、

仙

台
幸
子

の

「

霊
験
」

を
世
に

知
ら
し
め

る

役
割
を

果
た
し

て

き
た

。

 
信
仰
者
の

関
わ

り
方

。

こ

れ
ま
で

指
摘
さ

れ
て

き
た
流

行
神
の

事
例
か

ら
は
、

信
仰

者
と

神
仏
と
の

関
わ

り
方
は
ど

れ

も
「

参
詣
」

を

通
じ
て

な
さ

れ
て

い

た
。

そ
れ
ゆ
え、

参
詣
者
の

多
寡
か

ら
流
行
り
の

度
合
い

を

把
握
す
る

こ

と

も
可
能
で

あ
っ

た
。

こ

の

点
仙
台
幸
子
の

場
合
は

そ
の

鎮
座
地

が
な
い

た

め
、

「

参
詣
」

の

よ

う
な

行
動
が
確

認
で

き
な
か
っ

た
。

神
仏
に

対
し

て

人
が

関
わ
る

現
実
空
閭
が

な
い

点
は
、

従
来
の

流
行
神
に

は

み

ら
れ

な

い

点
で

あ
る
。

　

総
じ
て

言
え
ば
、

仙
台
幸
子
が
流
行
し
て

い

っ

た

過
程
に

お

い

て
、

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

は

重
要
な
役
割
を

果
た

し
て

い

た
。

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ
る

こ

と

で
、

人
と

神
仏
と

の

関
わ

り

方
に

変
化
が
生
じ

、

「

参
詣
」

を
通
じ

た

直
接
接
触
が

不
要
と

な
っ

た

の

で

あ
る
。

仙
台
幸
子
の

流
行
か

ら
は
、

現
代
人

が

抱
え
て

い

る

「

神
仏
の

所
に

行
か

な

く
て

も
、

ご

利
益

が
あ
れ

ば
」

と
い

う
現

世
利
益

志
向
を

伺
う
こ

と

が

で

き
る
。

今
後
は
、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
と
い

う
バ

ー

チ

ャ

ル

空

間
に

お
け

る

信
仰
の

あ

り
方
に

注
目
す
る

必

要
が

あ
る

と

考
え
る

。

祝
（

ハ

フ

リ
）

と

動
物
供
犠

鈴

木

良

幸

　
「

ハ

フ

リ
」

「

ホ
オ

リ
」

「

ハ

オ
リ
」

な
ど
の

呼
称
は、

銀

鏡
神
社
（

宮

崎
県
西

都
市）
、

諏
訪
大
社
（
長
野
県
諏
訪
市
と

茅
野
市
）

、

愛
知

県
北
設

楽
郡
の

数

社、

大
山

祗
神
社
（
愛
媛
県
越

智
郡

大
三

嶋

町）

な

ど

に

残

る、

ま
た
は

残
っ

て

い

た

こ

と

が
知
ら
れ
る

。

さ
ら
に

柳
田
に

よ

れ

ば
、

山
間
部
や
諸
島
な
ど

に

点
在
し
て
つ

た
わ

っ

て

い

る

（
柳
田
国
男

『

定
本

柳
田
国
男
集
第
十
巻
』

筑
摩
書
房、

一

九
六
九、

二

七
五

−
二

七

七
）

。

　

動
物
供
犠
に
は
、

屠
り

（

ハ

フ

リ）

が
つ

い

て

ま
わ

る
。

古
代
に

お
い

て
、

あ
る
も
の

の

死
に

は
、

さ
ま
ざ
ま
な
崇
り
や

恨
み
が
作
用
し
て

い

る

と

考
え

ら
れ

た
。

動
物
の

死

に

は
、

人
間
の

行
な
い

に
よ

る

祟
り
や

恨
み

な
ど
、

さ
ま

ざ
ま
な

要
素
が

凝
縮
さ

れ
て

結
果
す
る

。

そ
れ

は

乱
獲
や
独

占
な
ど
の

例
を
あ
げ
る

ま
で

も
な
く、

人
間
と

動
物
の

み
な

ら

ず
、

動
物

を

取
り
巻
く
人
間
と
人

間
の

問
に

も

複
合
し

て

関
連
し
う
る
。

こ

の

よ

う
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